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コニ力ミノルタ

パ
ナ
メ
社
と
株
式

毎月3回1・10・20日発行

医
療
I
T事
業
会

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
(
社
長
H
山
名
昌
衛
氏
、
東

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
(
社
長
H
小
谷
秀
仁
氏
↑

社
子
会
社
の
パ
ナ
ソ
ニ
ツ
ク
メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
リ
ユ
島

市
、
P
H
C
M
S
)
の
株
式
取
得
に
関
す
る
株
式

細
胞
培
養
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
や
薬
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
を
受
託
す
る
予

定
だ
。現
在
、
T
細
胞
を
使
っ

た
免
疫
細
胞
治
療
は
副
作

用
が
少
な
く
高
い
効
果
が

期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

研
究
開
発
が
活
発
化
し
て

い
る
。
特
に
制
御
性
T
細

胞
を
使
っ
た
治
療
は
、
リ

ウ
マ
チ
な
ど
の
自
己
免
疫

疾
患
や
、
生
体
移
植
時
の

免
疫
拒
絶
に
対
す
る
新
た

な
解
決
策
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、
キ
ラ
l
T
細
胞

を
使
っ
た
治
療
は
、
が
ん

へ
の
高
い
治
療
効
果
が
見

込
ま
れ
、
他
家
i
p
S
細

胞
を
使
う
こ
と
で
、
優
れ

た
利
便
性
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

富士フィルム

品再
選生
摺医
寧療
業~;:}
訴 B
藷'iZ-_-
完出
自資
速

可物便
一
郵
一
一一
一
富
士
フ
ィ
ル
ム
(
社
長
H
助
野
健
児
氏
、
墓
京
都
港
区
)
は
、
再
生
医
療

由
一
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
レ
グ
セ
ル
(
社
長
日
松
田
直
人
氏
、
京
都
市
上
京
区
)
の
第

日
一
三
者
割
当
増
資
を
引
き
受
け
、
同
社
に
1億
7
0
0
0
万
円
を
出
資
し
た
。

は
一

ま

K
J
両
社
は
再
生
医
療
製
品
の
開
発
支
援
を
行
う
業
務
提
携
契
約
を
締
結

湘
一

し

唱

。
f

明
一
レ
グ
セ
ル
社
は
自
家
制

一
御
性
T
細
胞
や
他
家
i
p

一
S
細
胞
由
来
キ
ラ
l
T
緬

.
一
胞
を
用
い
た
免
疫
細
胞
泊

翁
一
療
の
画
期
的
な
技
術
を
盟

一
発
し
、
実
用
化
を
め
ざ
す

区
一
再
生
医
療
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

司
、
一
業
。

一
免
疫
学
研
究
者
の
坂
口

栄
一
志
文
大
阪
大
学
名
誉
教
授

P
H
C
M
S
は
パ
ナ
ソ

一
を
、
保
管
、
管
理
す
る
む

ニ
ツ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
l
一
ス
テ
ム
で
あ
る
P
A
C
C

O
O
%
子
会
社
で
、
C
T
一
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
医
躍

や
M
R
I
、

X
線
画
像
な

一
機
関
向
け
ソ
リ
ュ
l
シ
コ

ど
の
医
療
用
画
像
デ
l
タ

一
ン
事
業
を
圏
内
で
展
開
1

『

M
E
技
術
実
力
検
定
試
験
』

と
京
都
大
学
ウ
イ
ル
ス
・

再
生
医
相
学
研
究
所
の
河

本
長
賢
か
ら
、
高
品
質

組
問
を
増
殖

・
作
製

絹
静
仰
を
導
入
し
、
数

晶
再
生
医
療
製
品
の

一
発
の
実
施
を
計
画

る。フ
ィ
ル
ム
は
今
回

・
業
務
提
携
を
通

じ
て
、
免
疫
細
胞
治
療
の

最
先
端
技
術
を
構
築
、
応

用
を
図
り
、
自
社
再
生
医

療
製
品
の
研
究
開
発
を
加

速
さ
せ
る
。

さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
企

業
の
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
(
J
l
T
E
C
)
を
通

じ
て
、
レ
グ
セ
ル
社
か
ら

日
本
生
体
医
工
学
会

9
M
3
Hに
全
国
7
会
場
で
実
施

日
本
生
体
医
工
学
会

(
理
事
長
H
杉
町
勝
氏
)

は
「
第
ぬ
回
第
2
種
M
E

技
術
実
力
検
定
試
験
」
を

実
施
す
る
。

対
象
は
医
師
や
看
護

師
、
臨
床
工
学
技
士
、
臨

床
検
査
技
師
な
ど
の
医
療

従
事
者
、
医
療
関
連
企
業

の
開
発
・
製
造
・
販
売
・

修
理
な
ど
の
担
当
者
、
大

学
・
専
門
学
校
の
学
生
で
、

合
格
者
に
は
合
格
証
明
書

が
交
付
さ
れ
、
『
第
2
種

M
E
技
術
者
』
の
呼
称
が

使
用
で
き
る
。

検
定
試
験
の
実
施
要
領

は
次
の
通
り
。

。

マ
日
時
H
9
月
3
日
目

3
J
・
n
u
-}
ハ
0

・
n
u

r、.、・

p
h
d

句
t
ム
・
円
ペ
U

マ
会
場
日
札
幌
会
堪

(
札
幌
医
学
技
術
福
祉
歯

科
専
門
学
校
)
、
仙
台
A
一

場
(
東
北
工
業
大
学
八
士

山
キ
ャ
ン
パ
ス
)
、
東
十
回

会
場
(
東
京
電
機
大
学
十

千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
)
、
乞

古
屋
会
場
(
名
城
大
学
盆

古
屋
ド
!
ム
前
キ
ャ
ン
パ

ス
)
、
大
阪
会
場
(
コ

v

グ
レ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
骨

ン
タ
l
)
、
岡
山
会
場
(
川

崎
医
療
福
祉
大
学
)
、
担

問
会
場
(
代
々
木
ゼ
ミ
+

l
ル
福
岡
校
)

マ
受
験
料
H
1
万
2
ハ

0

0
日
マ
試
験
方
法
H
五
者
抑

一
式
試
験
と
小
論
文
試
酷

マ
試
験
範
囲
H
①
医
却
し

の
基
礎
②
理
工
学
の
基
鵬
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• 

の
曜
患
者
数
第
1
位
の
が

ん
で
、
お
歳
以
上
で
擢
患

者
数
が
急
増
し
、
却
代
後

半
か
ら
印
代
で
ピ
1
ク
を

迎
え
る
。
乳
が
ん
患
者
の

生
存
率
は
他
の
が
ん
に
比

べ
高
い
が
、
ス
テ
ー
ジ
I

で

ω・
9
%
、
ス
テ
ー
ジ

E
で
乃
・
5
%
、
ス
テ
ー

ジ
町
で
は
辺
・
6
%
と
生

存
率
は
下
が
る
の
で
、
日

々
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

華
琳
(
社
長
H
石
塚
琳
氏
、
東
京
都
墨
田
区
、

宮

ωー
6
6
6
6
1

9
1
7
9
)
は
、
女
性
が
手

軽
に
乳
が
ん
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
「
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
」
(
英
国

P
W
B
社
製
)
を
発
売
し
た
。

手軽に乳がんをセルフチェック

1it 

『スクリーニング機器』を発売

官長

ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
は
特

定
の
波
長
の
赤
い
光
を
胸

に
照
射
す
る
こ
と
で
、
乳

房
内
部
を
可
視
化
し
、
変

化
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
女

性
が
片
手
で
持
っ
て
、
手

軽
に
使
用
で
き
る
。

使
用
方
法
は
、
鏡
の
あ

る
部
屋
で
照
明
を
完
全
に

消
し
、
ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト

を
胸
に
密
着
さ
せ
て
光
を

照
射
す
る
と
、
半
々
が
当
た

っ
た
部
分
が
赤
く
半
透
明

に
映
り
、
正
常
な
静
脈
や

血
管
は
暗
い
線
の
よ
う
に

映
る
。し
か
し
、
①
胸
に
暗
い

部
分
が
見
え
る
②
胸
に
影

の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る

③
血
管
の
一
部
が
周
り
に

比
べ
て
暗
く
太
く
映
る
l

ー
な
ど
の
変
化
が
あ
る
場

合
は
乳
房
の
異
常
が
原
因

で
あ
る
恐
れ
が
あ
り
、
医

療
機
関
を
受
診
す
る
必
要

が
あ
る
。

p
w
B
社
の
実
験
で
ブ

レ
ス
ト
ラ
イ
ト
は
、
触
診

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
は

検
知
が
難
し
い
と
さ
れ
る

初、
r
M
の
異
常
を
加
%
以

上
検
知
し
た
。

ブ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
の
光

は
す
べ
て
可
視
光
で
、
乳

房
組
織
や
肌
へ
の
悪
影

響
、
副
作
用
は
な
い
。
ま

た
、
こ
の
光
は
乳
腺
を
透

過
す
る
の
で
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
検
査
で

は
異
常
が
発
見
し
に
く
い

高
濃
度
乳
腺
の
女
性
も
、

検
知
効
果
に
悪
影
響
が
な

く
使
用
で
き
る
。

乳
が
ん
は
日
本
で
女
性

圃
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照
一重
粒
子
線
治
療
装
置
を
小
型
化
ヘ

量
一

ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
機
器
を
3
分
の
2
に
縮
小

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
(
量
研
)
と
東
芝
は
、
重
粒
子
線
が
ん
治

療
装
置
向
け
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
照
射
機
器
の
大
幅
な
小
型
化
を
実
現
し
た
。

従
来
機
器
で
は
9
M
を
必
要
と
し
た
機
器
か
ら
照
射
位
置
ま
で
の
距
離
を
3

・
5
M
ま
で
短
縮
。
こ
の
機
器
を
回
転
ガ
ン
ト
リ
l
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

重
粒
子
線
用
回
転
ガ
ン
ト
リ
ー
を
従
来
の
約
3
分
の
2
ま
で
小
型
化
で
き

る。

第2398号

重
粒
子
線
が
ん
治
療
装

一
部
を
照
射
す
る
。
従
来
機

一
つ
ぶ
す
よ
う
に
照
射
す

置
は
炭
素
イ
オ
ン
か
ら
な
一
器
で
は
2
台
の
ス
キ
ャ
ニ

一
る。

る
粒
子
ピ
1
ム
を
加
速

一
ン
グ
電
磁
石
を
用
い
て
、

一

従
来
機
器
で
は
電
磁
玄

し
、
治
療
室
内
の
ス
キ
ャ

一
ピ
l
ム
を
直
交
す
る
2
方

一の
干
渉
な
ど
に
問
題
が
怠

ニ
ン
グ
照
射
機
器
か
ら
患

一
向
に
走
査
し
患
部
を
塗
り

一り
、
2
台
の
ス
キ
ヤ
こ
り

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
コ
ノ
レ
ス
ト
ラ
イ
ト
」


